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本稿の目的は、2017年1月7日（土）に開催されたシンポジウム
「アジアのシェイクスピア―シェイクスピア受容の多様性」（会
場：早稲田大学大隈小講堂、時間：15:15-18:00）のために、私が
行った基調講演「アジア・シェイクスピア上演・研究の現在―
シェイクスピアのアジア、アジアのシェイクスピア―」(時間：
14:00-15:00)の内容について報告することである。1（なお、当日
の講演と配布資料の内容を一部最新化または修正して報告してい
る箇所があることをお断りする。また、邦訳すると原語を確認す
ることが難しくなる恐れのある英語等の単語や題名は、原語のま
まにしておいた。）
基調講演の目的 
シンポジウムでは、21世紀の台湾のシェイクスピア上演、明治
期と昭和初期の日本のシェイクスピア受容という3つの研究の最
新成果が論じられることになっていた。そこで、私は、シェイク
スピアの新しい価値や面白さを発見（または創出）することを目
指して、アジア（主に東アジアとシンガポール）のシェイクスピ
ア上演と研究の動向、シェイクスピア受容の多様性について、ディ
ジタル・アーカイブや最新の理論なども視野に入れながら、考えて
みることにした。なお、アジアは広大で非常に多様であり、扱えた
ことよりも扱えなかったことの方が圧倒的に多いことをお断わり
する。
講演の構成 
１ アジアとは？ 
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２ シェイクスピアのアジア 
２．１ 地図、地理的知識 
２．２ 作品と場所 
３ アジア・シェイクスピア上演の動向 
３．１ 現代東アジア（中国）の上演 
３．２ 現代東アジア（韓国）の上演 
３．３ 現代東南アジア（シンガポール）の上演 
４ 演劇・パフォーミング・アーツ最新理論と研究の動向 
４．１ アフェクト理論と認知的アプローチ
４．２ 共同研究の必要性 
５ まとめ 
広大なアジアの中から現代東アジア（中国、台湾、韓国、日本）
は紹介しようと思ったのだが、中国と韓国だけにした。さらに、
東南アジアのシンガポールの上演について触れた。主な理由は以
下の３点であった。１）時間の制約。２）2015年に早稲田大学演
劇博物館主催のシェイクスピア祭行事で、私は「現代日本シェイ
クスピア上演の面白さ―世界シェイクスピア上演の立場から」
という題目の講演をすでに行っていること。３）特に21世紀の台
湾と近代の日本については、シンポジウムで論じられること。な
お、2016年11月15日に私は東京芸術劇場で、シェイクスピア没後
400年記念行事の一環として「シェイクスピア 400年のリフレイ
ン」という題目で講演をする機会があり、今回の講演の一部に、
11月15日の講演の繰り返しがあることをお断りした。
１ アジアとは？ 
場所としてのアジアは、『ブリタニカ百科事典』では以下のよう
に記述されている。 
Asia, the world’s largest and most diverse continent. It occupies 
the eastern four-fifths of the giant Eurasian landmass. Asia is more 
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a geographic term than a homogeneous continent, and the use of 
the term to describe such a vast area always carries the potential 
of obscuring the enormous diversity among the regions 
it encompasses. Asia has both the highest and the lowest points on 
the surface of Earth, has the longest coastline of any continent, is 
subject overall to the world’s widest climatic extremes, and, 
consequently, produces the most varied forms of vegetation and 
animal life on Earth. In addition, the peoples of Asia have 
established the broadest variety of human adaptation found on any 
of the continents.
The name Asia is ancient, and its origin has been variously 
explained. The Greeks used it to designate the lands situated to the 
east of their homeland. It is believed that the name may be derived 
from the Assyrian word asu, meaning “east.” Another possible 
explanation is that it was originally a local name given to the plains 
of Ephesus, which ancient Greeks and Romans extended to refer 
first to Anatolia (contemporary Asia Minor, which is the western 
extreme of mainland Asia), and then to the known world east of 
the Mediterranean Sea. When Western explorers reached South 
and East Asia in early modern times, they extended that label to 
the whole of the immense landmass. (Encyclopaedia Britannica. 
強調は筆者。) 
上記の記述をふまえつつ、世界シェイクスピア研究の立場から
補足しつつ、要点をまとめると以下のようになる。 
１）アジアは、北極から熱帯までを含む、広大な地域である。
２）アジアは、地理、歴史、民族、文化、宗教、言語、伝統芸能
等々、非常に多様である。
３）「アジア」という言葉の語源についてはギリシャ語、アッシ
リア語など諸説があるが、いずれにしても「東」を指す。近代
になり、西洋が大航海と植民地化（交易、侵略、征服、略奪、
「文明化（？）」）を進める過程で「アジア（東洋）」という概念
に地理的なものだけではない差別的意味やまなざし（つまりオ
リエンタリズム）が付加されたという理由で、ポストコロニア
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リズム批評以降、私たちは「アジア」という用語を使うときに
慎重を期するようになった。例えば、アジアの共同研究チーム
が開発したAsian Shakespeare Intercultural Archiveは、A|S|I|Aと略
記するが、「アジア」ではなく、「エイ・サイ・エイ」と読む。 
２ シェイクスピアのアジア 
２．１ 地図、地理的知識 
図１ Map of the World by Abraham Ortelius. Theatrum Orbis Terrarum. 
London, 1606 (i.e. 1608?)2 
フランドル（現ベルギー）の地図製作者アブラハム・オルテリ
ウス（1527－1598）の最初の近代地図Theatrum Orbis Terrarum (『世
界の劇場』）が、シェイクスピアの時代に最も人気のあった地図で
あるようだ。1570年の初版以来、1612年まで新しい版が出版され
た。（掲載したのは、1606年版（1608年出版？）である。）なお、
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この地図では、フランドルの地図学者ゲラルドゥス・メルカトル
が考案したメルカトル図法が使われているために、高緯度地方に
向かうにつれて距離や面積が実際のものより拡大されている。 
シェイクスピアは、オルテリウスの世界地図等を通して、「アジ
ア」の存在を知っていた。しかし、彼は作品の中でいわゆる小ア
ジア（当時の西洋から見て東の果ては現在のトルコ）は描いてい
るし、インドの「取り換え子」に言及しているが、東南アジアと
東アジアは描いていない。1600年、イギリスは東インド会社を創
設しているし、1613年にジェイムズ一世の国書を携えた東インド
会社貿易艦隊が来日し、家康に謁見している。その他、意義深い
交渉があるのだが、確認できる事実としては、Cathay(中国)に2度
言及しているものの（以下参照）、シェイクスピアの作品に東アジ
アの場面はない。
２．２ 作品と場所 
表１ シェイクスピアのアジア―作品と場所 
作品名 場所 
『間違いの喜劇』 エフェソス（古代都市、現在のトルコ）
『トロイラスとクレシダ』 トロイ（古代都市、現在のトルコ）
『ペリクリーズ』 Antioch（古代都市、現在のトルコ） 
Tyre(古代都市、現在のレバノン）
エフェソス（古代都市、現在のトルコ）
ペンタポリス（古代都市、現在のリビア） 
タルサス（古代都市、現在のトルコ）
『アントニーとクレオパトラ』 アレクサンドリア（古代エジプトの首都）
言及だけされている場所―シリア、インド、Cathay、西インド諸島
表１は、小アジア（現在のいわゆる中近東）で、シェイクスピ 
アの作品で、言及されるだけでなく、場面となっている都市、地
域を示したものである。この表からわかるように、シェイクスピ
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アの作品で言及されているアジアの地名は非常に少ない。後期ロ
マンス劇『ペリクリーズ』は、小アジアへの言及が比較的多いが、
シェイクスピアの単独作ではなく、同時代の共作者がいたと推測
されている作品である。
言及だけされている場所としてあげたシリア、インド、Cathay、
西インド諸島の事情は以下のとおりである。シリアは、『アントニ
ーとクレオパトラ』で、1幕、3幕、5幕、合計5回、登場人物によ
り言及されている。シリアは、オクテイヴィアと結婚後、アント
ニーがクレオパトラと再会した場所である。（史実ではそこで、彼
女は二人の間にできた双子の子供を認知させ、エジプト式の結婚
をしたことになっている。）インドは『真夏の夜の夢』で言及され
ている。中国（“Cathay,” “Cataian”）という言葉は、合計2回使われ
ている。『ウィンザーの陽気な女房たち』と『十二夜』である。い
ずれも、意味深長であるが、嘘つき、げす野郎など、侮蔑的意味
で使われている。（アジアではなく、カリブ海であるが）西インド
諸島への言及が、『テンペスト』にある。 
以上が、シェイクスピアのアジアの場面設定に関するデータで
ある。つまり、非常に少なく、シェイクスピアの作品には東アジ
アは実質的には存在していないと言っても過言ではない。
しかし、「シェイクスピアのアジア」をひっくり返して、「アジ
アのシェイクスピア」にすると、事情は一変する。シェイクスピ
アは、友人のベン・ジョンソン等とは異なり、自分の作品の出版
にあまり頓着しなかったようだが、死後、友人たちにより全集が
出版され、やがて英帝国の世界進出の過程で、帝国主義を浸透・
拡散する道具としても活用され、世界中に広められていき、また
愛好されるようになった。20世紀から21世紀には、ついに世界の
シェイクスピア、グローバルな詩人・劇作家、グローバル・アイ
コンとなった。シェイクスピアがおそらく名前は知ってはいても
作品では描かなかったアジアの多数の国や地域で、読まれ、翻訳
され、改作され、上演されるようになったのである。
３ アジア・シェイクスピア上演の動向 
世界シェイクスピア会議が、1971年の第１回から、世界各地の
上演に注目し、今日では“World Shakespeares”という研究領域が定
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着し、特に欧米とアジアの研究者が研究を推進している。また東
アジアの研究チームが、欧米中心主義の是正を目指して、2010年
からA|S|I|A(Asian Shakespeare Intercultural Archive）で英語・中国語・
日本語・韓国語の字幕付でアジアの上演の録画の保存・公開を行
っている。また、アジア・シェイクスピア協会が2012年に設立さ
れ、隔年でアジアの都市で大会を開催している（2014年台北、2016
年ニューデリー、2018年マニラ）。シェイクスピア上演の「本場」
とされるイギリスでも今日では、アジアを含めた世界各地の劇団、
演出家、俳優等を招聘している。 
アジア・シェイクスピア上演の動向として特に注目に値するも
のは以下のとおりである。
・アジアへの拡散とさらなる多様化
・多言語・多文化への翻訳
・アダプテーション（改作、映画化・・・）
・ポップ・カルチャー化（マンガ、アニメ、ゲーム、スピンオ
フ・・・）
・演出・上演様式の多様化（ローカル/グローバル、コラボ、ア
ナログ/ディジタル・・・）
・イギリスにおけるブーメラン効果
アジアへの拡散では、インドを代表とする英帝国の旧植民地で
シェイクスピアが盛んに上演されていることは容易に推測される
と思われるが、例えば、最近は、旧ソ連から独立したアルメニア
のシェイクスピア協会が国際シェイクスピア学会（2016年、2018
年、2019年）を開催していることは特筆するに値する。
多文化パフォーマンスで国際的に最も有名な演出家の一人は、
シンガポールのオン・ケンセン（３．３参照)である。演劇研究・
批評では、「脱構築(deconstruction)」という概念をよく使ってきた
が、特に最近のポップ・カルチャー化では、再活用（リサイクル）
から「解体」までもありうる。
シェイクスピアが21世紀にブーメラン効果をもたらすようにな
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った。彼の芝居は生前から海外で上演されてきたが、それが今や
イギリスに多様な形式で戻り、馴染みのあるものを珍しいものに
したり、異国的なものをイギリスに持ってきたりしている。海外
の劇団のイギリスでのツアー公演が今日のいくつかの最も記念す
べき公演になっているし、国際共同公演はイギリスとそれ以外の
国々の演劇関係者に影響を与えてきた。ブーメラン効果は広い範
囲――イギリス以外の上演から、イギリスのアーティストと海外
のアーティストとの共同公演、シェイクスピアの世界的な名声を
祝う各地の行事、キャスト・様式・舞台装置などでひとつの文化
以上の要素を含むイギリスでの上演まで――に及ぶ。ブーメラン
効果は、本国への上演への影響と外国の上演への影響の双方があ
るのだが、要点は、結局、イギリス的なものではなく、すべては
外国的なものだということである。本論で詳述することはできな
いが、いまやアジア的上演がイギリスの上演にブーメランのよう
に大きな影響を与えるようになったのである。
３．１ 現代東アジア（中国）の上演 
最初に、中国には湯 顯祖（とう けんそ、1550－1616）という
明代の劇作家がいて、シェイクスピアとほぼ同時期に生きたため、
「中国のシェイクスピア」とも言われることを指摘しておこう。
シェイクスピアと同年に死んでいるので、2016年、中国では「湯
顯祖―シェイクスピア没後400年祭」が盛大に開催され、ロイヤル・
シェイクピア劇団（RSC）の中国における公式の初上演（演目は
『ヘンリー四世』二部作、演出はグレゴリー・ドーラン、フォー
ルスタッフを演じたのは名優アントニー・シャー）が北京と上海
で行われた。
中国伝統芸能によるシェイクスピア上演が盛んになったのは、
文化大革命（1966－1976）が終結し改革開放政策が提起された後
の1980年代初めからとされる。1984年に中国シェイクスピア協会
が創設され、1986年に第1回シェイクスピア演劇祭が北京と上海で
開催され、昆劇から京劇にいたる多種の伝統芸能を使って多数の
作品が上演された。
シェイクスピア上演は、１）中国伝統芸能による上演と２）実
験演劇による上演に大別される。
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シェイクスピアは台詞劇であるのに対して、中国伝統演劇は歌
劇である。たいてい中国古代の物語に脚色して翻案劇として上演
するものは「中国化」、他方で西洋の衣装のままで上演した舞台
は「西洋化」とされる。中国伝統芸能による上演の代表作は、上
海昆劇団による昆劇『血手記』（1986年）と越劇『十二夜』（1986
年）と言われる。 日本の能楽のようにユネスコの無形文化遺産に
登録されている昆劇は、日本でも比較的知られていると思われる。
越劇は上海及び浙江省の演劇であり、京劇に次ぐ観客数がいると
言われる現地の代表的な伝統演劇である。昆劇『血手記』は、ヨ
ーロッパでも上演され、「中国化」の代表作とされる。シェイク
スピア劇と昆劇の融合を試みたが、昆劇の哲学的認識を十分体現
できていないことを批判する意見もあり、その後同劇団はシェイ
クスピア作品の上演を行っておらず、定着しなかったとされる。
（ただし、2017年1月にニューヨークでZhang Junが一人で昆劇I,
Hamletを上演している。）越劇『十二夜』は「西洋化」の代表作と
されるが、伝統劇の特色や形式美を破壊するという理由で批判さ
れもした。「中国化」と「西洋化」の論争は解決しないままに、
紹介した二つ以外の伝統芸能でも多数の中国伝統演劇版シェイク
スピアが上演されてきたが、21世紀以降は減少傾向のようである。
今後は、中国伝統演劇によるシェイクスピア上演よりも、話劇や話
劇系現代演劇によるシェイクスピア上演が盛んになることが期待
されるだろう。 
２）実験演劇による上演としては、林兆華（リン・ツァオファ）
演出の『ハムレット』（北京人民芸術劇院）が有名である。林兆
華は、中国を代表する実験的演出家であり、『ハムレット』はだ
れもがハムレットであるという解釈に基づき、3名が入れ替わりで
演じ、絶対的価値観の崩壊した世界における人間存在を提示した。
『コリオレイナス』では100名も役者を登場させ、ローマの市民た
ちを対立する二つのヘビメタ・グループに分けるなど、挑発的で
インパクトのある上演を行った。
中国のシェイクスピア上演の全貌を把握することは容易ではな
いが、『マクベス』（とヒッチコック映画）の翻案であるイギリ
スの前衛劇団Punchdrunkの没入型演劇様式によるSleep No Moreが、
ニューヨークでのロングラン公演（2011年―）に続いて、上海で
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もロングラン公演（2016年―）を続けており、200回以上も見たと
いうスーパーファンまで出ていることは、新しい時代の到来を告
げるものだろう。 
３．２ 現代東アジア（韓国）の上演 
韓国シェイクスピア協会は、シェイクスピア生誕400年の1964年
を目前にしてシェイクスピア研究者たちが創設し、英米の著名学
者を招聘し、フェステヴァルも開催し、学術的にもこの数十年の
間に著しい発展を遂げてきている。2016年はシェイクスピア没後
400年行事を行っている。 
韓国では1993年まで軍事政権が続いたが、シェイクスピアは西
洋古典という理由で当局の検閲を免れやすかったという事情も
あるようだ。「シェイクスピア・ブーム」と言われるのは、正確
には1993年民主化政権の誕生以降であろうが、1990年―2009年に
限ってもシェイクピアの上演作品数は200本にのぼるとされる。い
つくか代表的な上演を列挙しておこう。 
・『ハムレット』、Street Theatre Troupe、演出: LEE Youn-Taek、
1996年―
・『ロミオとジュリエット』、Mokwha Repertory Company、演
出: OH Tae-Suk、2005年―
・『テンペスト』、劇団と演出家は同上、2011年―
・『夏の夜の夢』、Yohangza Theatre Company、演出: YANG
Jung-Ung、2002―2010年
・『ハムレット』 、劇団と演出家は同上、2009年
様式やテーマの点で、韓国の伝統芸能や儀式である、gut(招魂
グッ）、パンソリ（ユネスコの無形文化遺産に登録されている韓
国の代表的伝統芸能・歌劇）、シャーマニズム、タルチュム（仮
面舞踏）と融合させたり韓国版へ翻案したりしている場合もあれ
ば、ミュージカル化、フェミニズムを取り入れた作品もあり、上
演の特色は多様である。また特に近年は海外交流・海外公演が増
加している。とはいえ、現在の韓国のシェイクスピア上演が「ア
ジア化されたシェイクスピアのグローバル化」――アジア化され
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たシェイクスピア上演がグローバルな演劇市場でいわば商品とし
て流通するようになったときに生じる諸問題――への対応を迫ら
れているとすれば、それは韓国だけでなくアジアの共通課題であ
ると言えよう。 
３．３ 現代東南アジア（シンガポール）の上演 
多言語・多文化国家であるシンガポールでは４つの公用語（英
語、マンダリン語、マレー語、タミル語）で行われているシェイ
クスピア上演があるが、オン・ケンセン（1963－）に焦点を合わ
せた。オンは1985年に劇団TheatreWorksを創設し、最先端の演出家
となった。シェイクスピア作品に関しては、『リア』、『デズデ
モーナ』、『サーチ・ハムレット』、Lear Dreaming、『三代目、
りちゃあど』を演出している。いずれも海外でも上演され、多言
語・多文化を特色とし、きわめて実験的であるために賛否両論が
ある。しかし、アジアに限らず、現代の世界シェイクスピア上演
において、最も注目されている演出家の一人である。
オンの演出作品についてはすでに多くの論文や劇評があるので、
日本・シンガポール・インドネシア国際共同制作、野田秀樹作『三
代目、りちゃあど』をとりあげた。本作品は2016年4月静岡の演劇
祭で初演、9月にシンガポール国際芸術祭で上演。11月末から12月
初旬までの東京公演のあと、4つの地方都市で上演された。日本か
らは歌舞伎役者、狂言師、元宝塚の男役等、シンガポールからは
2名の実力派女優、バリの影絵俳優などが出演し、3か国の異なる
バックグランドを持つ多彩な俳優たちによる、まさしくアジア発
の新たな国際共同制作作品となった。 
『三代目、りちゃあど』の3つの特色に注目した。ジェンダーの
転倒、 “mondialisation”、“rough edges”である。
オンは他の作品の上演でも、男女の配役を逆にするなどして性
に関する固定概念を転倒しようとしているが、この作品では、男
性の主役には歌舞伎の女形、裁判長には宝塚の元男役の女優を配
している。
オンが芸術監督を務めるシアターワークス創設25周年記念の本
の題名は、『アイデンティティからmondialisationへ』（2013年出
版）である。これは、元来、同劇団の有名なフライング・サーカ
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ス・プロジェクト（アジアの多数の文化間の差異の認識をとおし
て、演劇・舞踊・音楽・視覚芸術・映画・儀式等の多領域にまた
がる21世紀の表現を探求するプロジェクト、1996年開始）で2004
年から明確にとりいれられた思想だが、今日では、同劇団と彼の
演出全体に影響を与えるものとなっている。
フランスの思想家J-L・ナンシーは、画一性と不公正をもたらす
globalizationに抵抗して、“mondialisation”（あえて訳語をあてるな
らば「世界の創造」）という概念を提唱し、多様性と公正さのあ
る真正な世界を創造するべきだと主張した。この思想に共鳴して
いるオンは、多様な文化や伝統をひとつに融合するのではなく、
むしろ差異や不協和を保持したいと考えている。彼には、文化と
文化が接する（または衝突する）縁をなめらかにつなぎあわせる
意志はない。
オンは、ひとつの様式や方法を採用せず、アメリカの大学にお
けるフランス現代思想（特に流動の哲学者ドゥルーズ）の近年の
再燃を歓迎している。彼の仕事を最も強くつき動かす衝動は、一
緒に仕事をする人々に影響（作用）されることであり、また人々
に作用する方法を見つけることである。『三代目、りちゃあど』
を作るために一連の技法を使いながらも、彼は集合的方法をとり
いれ、演者たちが創作の過程に関われるようにした。この方法は、
多様性に適応することにより、国際共同制作の芸術的刷新と公正
な世界の創造に資するものだろう。
４ 演劇・パフォーミング・アーツ最新理論と研究の動向 
４．１ アフェクト理論と認知的アプローチ 
最新理論の中でも特に重要だと考えられるアフェクト(affect)3
理論と認知的アプローチの動向と、それに関連してディジタル・
ヒューマニティーズの導入と共同研究の必要性について簡潔に論
じた。
現代演劇の理論と実践の立場からは、アフェクトとは、態度や
分類・意識することができる情動ではなく、むしろ身体と身体に
影響を及ぼす世界との間、意識的なものと無意識の間、可視的な
ものと不可視のもの、明白なものと潜在的なものの間にあるとさ
れる。アフェクトは、芸術作品において、心理的または形式的な、
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連続性である。アフェクトは、特に（非―模倣的、非―心理的）
現代芸術作品においては、隠されている――それは無意識の中に
自らを隠蔽してきている。特に演劇を含めた芸術におけるアフェ
クトは、漸進的進展、変動的強度である。それは、アフェクト的
共感の一部であり、登場人物との情動的一体化ではなく、その中
で諸アフェクトが激情の無限劇場の中で往来するようなアフェク
ト的出会いなのである。こうしたアフェクトに関わる理論は概し
て難解なものにならざるをえないが、人間の心的状態の新たな解
明に関わるだけに、演劇研究分野での発展が期待される。
認知的アプローチは、Bruce Smith, ed. The Cambridge Guide to the 
Worlds of Shakespeare (Cambridge: Cambridge UP, 2016)のVol.2, Part 
XXV. “Shakespeare and the Critics”の最後のセクション、“253.
Cognition and Affect”で、Kristine Steenberghが触れているように
(p.1802)、今後の発展が期待されている。認知的アプローチは、認
知科学と深く関わっている。心理学、（ロボット工学、コンピュ
ータ・サイエンス、情報学などに関わる）人工知能、言語学、脳
神経科学、哲学、社会学などの学際的分野として誕生した認知科
学は、さまざまな課題に活発に取り組んでいるが、核心にあるの
は「ヒトとは何か」、「情動とは何か」という難問である。演劇・
パフォーマンスは、明らかに、ヒトと情動に深く関与する分野で
あり、俳優や観客の認知的機能（知覚、記憶、学習など）、俳優
と観客との相互作用、舞台装置の効果にいたるまで、認知的アプ
ローチによる、舞台芸術分野におけるヒトと情動に関する、（で
きる限りデータや客観的エヴィデンスを伴う）新たな解明が期待
されるのである。4
演劇・パフォーミング・アーツの最新理論・研究の動向と深く
関わるディジタル・ヒューマニティーズの導入が、特に日本の人
文系では遅れており、これもまた喫緊の課題となるだろう。 
４．２ 共同研究の必要 
多言語・多文化のアジア・シェイクスピア上演・研究である以
上、国際共同研究が必要であることは自明だが、あえてその重要
性を強調しておきたい。
例えば、３．３でとりあげたシンガポールの演出家オン・ケン
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センのLear Dreaming (初演2012、2015年フランス公演)は、アナロ
グとディジタルの両テクノロジーを駆使したものだが、舞台後方
のスクリーンの一部に以下の漢字のようなものが映し出される。
図２ 背景スクリーン画像の漢字（造語）5 
日本人の研究者や観客は、この漢字（特に赤字部分）が通常の字
ではなく、特別にデザインされたものだと認識できる。「殺」で
はなく、リアの娘による実質的な「父殺し」（patricide) を暗示し
ている非常にインパクトのある効果的意匠である。この文字意匠
の場合、非漢字圏の大多数の研究者には、解読してくれる協力者
が必要である。これはこの舞台を構成している無数の要素の一例
にすぎない。その他にも多数の実験的意匠、装置、創意工夫が見
いだされる。この上演を多角的に分析するためには、この上演を
構成している主要要素を分析・考察するだけでも、複数の専門家
によって分析項目を設定し、厖大なデータを集めて、分析・評価
する作業が必要になる。
もうひとつの例として、2016年12月に東京芸術劇場で上演され
好評であった藤田貴大演出『ロミオとジュリエット』をとりあげ
た。海外の学者が「ディジタル時代の作品」であり国際的に通用
する作品だと評価したと伝えられたし、『ジャパン・タイムズ』
の劇評家も「21世紀の上演」だと評価し、「音楽、美術、衣装、
俳優たちが発する言葉、と全てに藤田の世界観が浸透した舞台は
舞台芸術の妙」と述べている。「舞台芸術の妙」、それも、より
正確にいえば、ディジタル・テクノロジーまで駆使した舞台芸術
の妙だとすれば、学術的には、本格的なチームによる分析が必要
だろう。 
ディジタルの時代に対応して、上演研究ももっと多数の分析項
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目を設定して、各分野の専門家の知見をとりいれられるようにな
ることが望ましい。音楽、照明、衣装、装置、デザイン等の分析
はもとより、台詞のコンピュータ解析なども研究項目になる。こ
うした研究を実現させるためには、個人研究では対応不可能であ
り、各分野の専門的知識のある研究者による（国際）共同研究を
行い、論文を共同執筆するべき時代に入ったと言える。文系の研
究者は単独で論文を書きたがるので、この意識や慣行の改革には
相当の時間がかかるし、今後とも単独で行える研究分野が残ると
しても、いずれは共同研究が主流化するだろう。これが実現すれ
ば、本当に価値のある多元的分析と考察が盛り込まれた論文や劇
評を読むことが期待できるだろう。実現の道のりは非常に険しい
とはいえ、一人の研究者によるテクストの分析と解釈や範囲の限
られた上演分析や批評ではなく、ディジタル・テクノロジーを駆
使した上演に対応しうる（国際）共同研究で、質的にも量的にも
より信頼しうる成果を世に問うことをめざすべきだろう。 
５ まとめ 
今後の課題が残るとはいえ、基調講演「アジア・シェイクスピ
ア上演・研究の現在――シェイクスピアのアジア、アジアのシェ
イクスピア」をまとめると、まず、「シェイクスピアのアジア」
については、ディジタル・アーカイブの構築・活用を含めて、研
究が進んでいると言える。「アジアのシェイクスピア」について
は、中国とインドという人口が多いだけでなく、技術や知的生産
分野でも飛躍的発展を遂げている国があることもあり、国際共同
制作・研究を含めて、今後の上演・研究のますますの多様化・本
格化・テクノロジーの導入や実験などの進展が期待される。
注 
1 シンポジウム「アジアのシェイクスピア―シェイクスピア受容の多様性―」。日時：
2017 年 1 月 7 日（土） 14:00～18:00、会場：早稲田大学 大隈小講堂。開催趣
旨：日本を含めたアジアのシェイクスピアの受容の状況について、基調講演後、内
外の研究者３名によるシンポジウムを開催。中国のシェイクスピア劇の現状、日本
の黎明期のシェイクスピア受容の例、現在の日本のシェイクスピアの舞台の方向性
など、それぞれのアプローチからの報告・分析を行う。 
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プログラム ＜総合司会：冬木 ひろみ（早稲田大学文学部教授）＞
◆基調講演 14:00〜15:00
「アジア・シェイクスピア上演・研究の現在―シェイクスピアのアジア、アジア
のシェイクスピア―」浜名 恵美（東京女子大学教授）
◆シンポジウムⅠ 15:15〜15:45
「21世紀の台湾におけるシェイクスピアと政治の概観―台湾のシェイクスピアの
アイデンティティを探る―」 
＜通訳付き＞ 
イーリン・チャン (Dr. Yilin Chen, Associate Professor, Providence
University, Taiwan) 
◆シンポジウムⅡ 15:45〜16:15
「英語教育のなかのシェイクスピア：英語読本に見る『リア王』翻案の考察」 
内丸 公平（東京大学大学院博士後期課程修了）（2019年現在東洋大学助教） 
◆シンポジウムⅢ 16:15〜16:45
「明治日本のシェイクスピア」近藤 弘幸 （東京学芸大学教授） 
◆講師全員によるディスカッション 17:00〜18:00
＜コメンテイター：浜名 恵美 （東京女子大学教授）＞ 
主催：文部科学省 私立大学戦略的基盤形成支援事業「近代日本の人文学と東アジ 
ア文化圏－東アジアにおける人文学の危機と再生」 
なお、早稲田大学坪内博士記念演劇博物館と文学学術院は、シェイクスピア没後 
400年にあたる 2016年３月、シェイクスピア研究の世界的拠点であるシェイクスピ
ア研究所（専門大学院）を擁するバーミンガム大学と覚書を締結して学術連携を行い、
共同で展示会、シンポジウム、演劇公演等を開催している。 
2 地図はアメリカの Folger Shakespeare Libraryが公開しているものである。Abraham 
Ortelius - http://luna.folger.edu/luna/servlet/s/0ijb64. Public domain: No copyright material. 
3 アフェクト（affect）は、語源はラテン語 affectusであり、「心的状態」を指す。「情
動」と訳されている場合を見かけるが、学術的には“emotion(s)”が「情動」と訳され
るので、「アフェクト」としておく。「アフェクト」は、感情（feelings）、激情（passions）、
情動（emotions）、欲望（desires）――私たちに快くも不快にも影響を及ぼすあらゆ
るもの――を表す一般的かつ専門的名称であるとされる。 
4  残念ながら、特に人工知能、脳神経科学には巨額の研究資金や大規模な研究チーム 
が必要であり、演劇研究分野で本格的な認知的アプローチを実現することは至難で 
ある。 
5 写真は、筆者が、元来、海外の学術誌に論文を掲載するために掲載許諾を得て入手し
た舞台写真の一部を切り取ったものであることをお断りする。Hamana, “Translingual 
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Performance of King Lear: Lear Dreaming (2012) —Conceived and Directed by Ong Keng 
Sen—as a Case Study.” 
参考文献目録 
Armstrong, Paul B. How Literature Plays with the Brain: The Neuroscience of 
Reading and Art. Baltimore: Johns Hopkins UP, 2013. 
“Asia.” Encyclopaedia Britannica. https://www.britannica.com/place/Asia. Accessed 
30 Dec. 2018. 
Carroll, Noël. “Theater and the Emotions.” The Oxford Handbook of Cognitive 
Literary Studies. Ed. Lisa Zunshine. Oxford: Oxford UP, 2015. 313-26.  
Chopra, Vikram, ed. Shakespeare: The Indian Icon. New Delhi: Readers Paradise, 
2011. 
Collins, Jane and Andrew Nisbet, eds. Theatre and Performance Design: A Reader in 
Scenography. London: Routledge, 2010. 
Conkie, Rob. Writing Performative Shakespeares: New Forms for Performance 
Criticism. Cambridge: Cambridge UP, 2016. 
Dixon, Steve. “Chapter 2 Researching Digital Performance: Virtual Practices.” 
Research Methods in Theatre and Performance. Ed. Baz Kershaw and Helen 
Nicholson. Edinburgh: Edinburgh UP, 2011. 41-62.   
Dobson, Michael. “Shakespeare and Asia.” The Oxford Companion to Shakespeare. 
Ed. Michael Dobson, Stanley Wells, Will Sharpe, and Erin Sullivan. 2nd ed. 
Oxford: Oxford UP, 2015. http://blog.oup.com/authors/michael-dobson/ 
Accessed 23 Dec. 2016.  
Ghani, Cyrus. Shakespeare, Persia and the East. Washington, DC: Mage Publishers, 
2008. 
浜名恵美.『文化と文化をつなぐ―シェイクスピアから現代アジア演劇ま
で』. 筑波大学出版会，2012. 
46
——. 「シェイクスピア、女性、演劇― “Ｇlobe to Globe 2012 : Shakespeare’s 
37 Plays in 37 Languages”報告」. 星久美子他編『シェイクスピア・プリ 
ズム 英国ルネサンスから現代へ』. 金星堂, 2013. 187-98．
——. 「ディジタル・ヒューマニティーズの本格的導入の提案―日本の英 
語文学研究の resilienceのために」. 日本英文学会『英文學研究』、支部
統合号、Vol.XI (2019年 1月): 1-10 (95-104). 
Hamana, Emi. Performance Review. “Sandaime Richard, written by Hideki Noda and 
  directed by Ong Keng Sen.” Shakespeare Studies 54 (March 2017): 40-43. 
—. “Translingual Performance of King Lear:Lear Dreaming (2012) —Conceived 
and Directed by Ong Keng Sen—as a Case Study.” Litteraria Pragensia: 
Studies in Literature and Culture (Prague: Charles University) 26.52 (2017): 
90-105. 
Huang, Alexa. “Boomerang Shakespeare: Foreign Shakespeare in Britain.” The 
Cambridge Guide to the Worlds of Shakespeare. Ed. Bruce R. Smith. 
Cambridge: Cambridge UP, 2016. Vol.2. 1094-1101. 
—. “Global Diasporas as Reflected in The Work of Keng Sen Ong.” The Cambridge 
Guide to the Worlds of Shakespeare. Ed. Bruce R. Smith. Cambridge UP, 2016. 
Vol.2. 1212-19.  
Huang, Alexander. Chinese Shakespeares: Two Centuries of Cultural Exchange. New 
York: Columbia UP, 2009. 
Kemp, Rick. Embodied Acting: What Neuroscience Tells Us About Performance. 
London: Routledge, 2012. 
Kennedy, Dennis and Li Lan Yong, eds. Shakespeare in Asia: Contemporary 
Performance. Cambridge: Cambridge UP, 2010. 
Koh, Boon Pin. From Identity to Mondialisation: TheatreWorks 25. Singapore: 
Editions Didier Millet, 2013. 
Lee, Hyon-u., et al. Glocalizing Shakespeare in Korea and Beyond. Seoul: Dongin 
Publishing, 2009.  
http://theshakespeareblog.com/2015/02/chinese-shakespeares/ Accessed 23 
47
Dec. 2016. 
McConachie, Bruce. Engaging Audiences: A Cognitive Approach to Spectating in the 
Theatre. London: Palgrave, 2008. 
McConachie, Bruce and F. Elizabeth Hart, eds. Performance and Cognition: Theatre 
Studies and the Cognitive Turn. London: Routledge, 2006. 
McKinny, Joslin and Philip Butterworth. The Cambridge Introduction to 
Scenography. Cambridge: Cambridge UP, 2009. 
Pavis, Patrice. The Routledge Dictionary of Performance and Contemporary Theatre. 
Trans.  Andrew Brown. London: Routledge, 2016. 
熊傑平(XIONG Jieping). 瀬戸宏参考訳. 英語講演「伝統との融合、名作の再
解―漢劇『馴悍記』の創作体験と反響」. 2016年度日本演劇学会・
シェイクスピア没後 400年記念・秋の研究集会「シェイクスピア ロー
カル・グローバル」. 2016年 12月 4日, 会場：京都産業大学.
瀬戸宏. 『中国のシェイクスピア』. 松本工房，2016. 
Smith, Bruce R., ed. The Cambridge Guide to the Worlds of Shakespeare. Cambridge: 
Cambridge UP, 2016. Vol.2. 
Steenbergh, Kristine. “Cognition and Affect.” The Cambridge Guide to the Worlds of 
Shakespeare. Ed. Bruce R. Smith. Cambridge: Cambridge UP, 2016. Vol.2. 
1797-1802. 
Trivedi, Poonam, and Dennis Bartholomeusz, eds. India’s Shakespeare: Translation, 
Interpretation and Performance. Delaware: U of Delaware P, 2005. 
Trivedi, Poonam and Ryuta Minami. Re-Playing Shakespeare in Asia. New York: 
Routledge, 2010.  
Yong, Li Lan. “Shakespeare, Asian Actors and Intercultural Spectatorship.” 
Shakespeare Performance in Asia. 
http://web.mit.edu/Shakespeare/asia/essays/LiLanYong.html Accessed 23 
Dec. 2016. 
48
Zunshine, Lisa, ed. The Oxford Handbook of Cognitive Literary Studies. Oxford: 
  Oxford UP, 2015. 
Links 
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A|S|I|A (Asian Intercultural Archive): http://a-s-i-a-web.org 
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